
熊本県獣医師会主催

獣医師/動物看護師向け 学術セミナー

令和7年度学術セミナーの開催について

　厳寒の候、貴院におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、臨床獣医師のオンラインによる生涯学習サービス事業を展開され、ASCK様の教材を制作されてお

られます合同会社sasae様のご協力を得まして、獣医師並びに動物看護師向けの標記セミナーを下記のとお

り開催いたします。多数ご出席くださいますようお願いいたします。

2026

3/28
SAT

19:30 ～ 22:00
（受付開始 19:00～）

費用 受講無料

定員 100名

当日のタイムスケジュール

19:30-20:15

第1部：動物看護師のためのお薬の話

20:15-21:30

第2部：皮膚科の最近の話題から 分子標的薬の理論と実践

21:30-22:00

質疑応答

講師紹介

第1部 講師

岩花 倫生 先生

帝京科学大学 教授
獣医師/獣医学博士

第2部 講師

永田 雅彦 先生

合同会社sasae代表
アジア獣医皮膚科専門医

獣医師/獣医学博士

会場案内

TKP 熊本カンファレンスセンター 9階「しゃくやく」

熊本市中央区花畑町４−７ 朝日新聞第一生命ビル

▶️ お申し込みから受講までの流れ

一般社団法人 熊本県獣医師会 事務局

FAX：096-369-7837
E-mail: kumajyu@khaki.plala.or.jp

締切：令和8年3月23日（月）

STEP 1

裏面の申込書に

必要事項を記入

STEP 2

FAXまたはメールで

事務局へ送信

STEP 3

当日会場へお越し

ください

▶️ ▶️



講演内容のご案内

皮膚科セミナー 参加申込書
令和8年3月23日(月) 締切

FAX送信先：096-369-7837     または     E-mail：kumajyu@khaki.plala.or.jp

病院名： 連絡先(TEL / E-mail)：

獣医師 氏名（※複数名参加の場合は並記）
出欠確認

セミナー参加

懇親会参加（          名） ※参加費：7,000円/人

動物看護師 氏名（※複数名参加の場合は並記）
出欠確認

セミナー参加

懇親会参加（          名） ※参加費：7,000円/人

主催：一般社団法人 熊本県獣医師会
後援：合同会社sasae/ゾエティス・ジャパン株式会社

〒862-0924 熊本市中央区帯山5-10-18
TEL: 096-369-7837

第1部：「動物看護師に知ってもらいたいお薬の話」（動物看護師向け） 講師：岩花 倫生 先生

　有効成分が10mgなのに錠剤は何故こんなに大きいの？と思ったことはありませんか？お薬は有効成分だけでは

なく、賦形剤(ふけいざい)と言われている化学物質が含まれています。これは錠剤なら均一に混ぜる、固める、滑

らかにする、飲ませやすい大きさを保つ、注射剤なら溶かす、生体に適合させる、などなど様々な役割がありま

す。動物用医薬品では動物の嗜好性も重要な要素で、これにも様々な工夫がなされています。また、賦形剤の成分

によってはアレルギーを有する動物には注意が必要なものもあります。これらについて実際販売されている薬剤の

例を解説します。

　動物用医薬品は動物種と体重によって用量が決められていることが多いですが、同じ動物種、同じ体重、同じ用

量でも効果や反応が異なることを経験していませんでしょうか？これらは個体のコンディションや年齢によって異

なることが多いのです。これらについても簡潔でわかり易く解説します。

第2部：「皮膚科の最近の話題から 分子標的薬の理論と実践」（獣医師向け） 講師：永田 雅彦 先生

　今から20年ほど前、医学領域の集会で分子標的薬に出会った。凄い時代になったものだと慄いた。犬や猫に届く

のは、早くても次世代になるのだろうと思っていた。杞憂であった。約10年前、ゾエティスより医学に先立って犬

アトピー性皮膚炎(cAD)に対する分子標的薬が登場した。しかも従来の低分子化合物と遜色ない薬価で彗星の如く

現れた。これがJAK1 選択阻害薬 オクラシチニブ（アポキル）である。その衝撃は今でも忘れられない。予想に違

わず、 “ステロイドと同じぐらいよく効く安全な痒み止め”として汎用された。そして約6年前、同社から抗イヌIL-

31抗体医薬ロキベトマブ(サイトポイント）が登場した。これからはこれら２つの製品による皮膚科治療が展開する

ものと思いきや、一昨年新たなJAK 非選択阻害薬イルノシチニブ（ゼンレリア）が市場に登場した。新規薬剤が使

える時代となり、皮膚科治療はステロイドが得意とする絨毯攻撃から、より少ない副作用と最大の効果を狙った精

密攻撃へと移行している。今後の医療では、これまで以上に病態理解が求められ、さらに気楽な対症療法とおさら

ばし、的確な診断と明確な治療ゴールを設定したカードの切り方が必要になるであろう。本講演では、皮膚科臨床

の立場から犬における分子標的薬の現状、効果と安全性からみたながたが考える各製剤のポジショニング等をレビ

ューしてみたい。当日は、皆様とカジュアルな意見交換ができることを楽しみにしております。


